
『田人ワークキャンプ・ビレッジ』

プロジェクト

「まち・未来創造支援事業」
「県地域創生総合支援事業（サポート事業）」

令和３年度助成事業

実施団体：田人里山再生委員会



■『田人ワークキャンプ・ビレッジ』とは

「ワークキャンプ」という
合宿型のボランティア活動
を行う活動拠点。

都市部の若い人や外国人が
滞在しながら、地域活動に
していくための交流の場。

地域の「中に住む人」と
「外からくる人」とで、
一緒に作る町を目指す。



■令和3年度助成内容

❶コミュニティハウス(活動拠点)のセルフビルド

❷自然体験事業

❸整備事業

時期：令和３年4月～11月
対象：A)田人小中学校の全校生徒/ B)市内学童の子ども
内容：休田となっている田んぼを開墾し、米づくり体験を実施。

時期：令和３年４月～令和４年３月
対象：いわき市内および都市部のDIYに興味がある人
内容：『ワークキャンプ・ビレッジ(仮）』の拠点となるコミュニティハウス

（宿泊施設）をセルフビルド。イベントやワークショップ形式で参加者を募りながら行う。

時期：令和３年８月（１週間ほど）
対象：都市部在住の若者（学生および20-30代社会人）

および外国人（国が示す、海外との往来の基準に準じる）
内容：手入れされていない山林や人手の足りない農家など、地域住民のお手伝いを行う

合宿型のボランティア活動。



■❶コミュニティハウス(活動拠点)のセルフビルド

【日付】2021年6月27日
【内容】柱となる木材の皮むき作業
【参加者】15名（6組の親子）

イベントを企画し、市内のご家族に拠点整備に参画していただきました。

木材の皮むきワークショップ
【日付】2022年1月9日
【内容】シャワー室壁のタイルデザインを考える
【参加者】11名（子ども：8名、大人3名）

タイルデザインワークショップ



■❶コミュニティハウス(活動拠点)のセルフビルド

その他にも、総勢約100名のボランティアにお手伝いいただきました。

8月後半～9月および11月～12月

の長期間で、市内に滞在しなが
ら1名のボランティアがお手伝い
してくれました。

県振興局主催の「いわきチャレ
ンジライフ」において、東京、
名古屋、大阪から手伝いに来て
くれました。

茨城県常陸大宮市の地域おこし
協力隊が、視察として1泊2日で
手伝いに来てくれました。

長期ボランティアの参加 チャレンジライフの受入 他県協力隊との連携



■❶コミュニティハウス(活動拠点)のセルフビルド

資金調達として、クラウドファンディングに挑戦に多くの方からプロジェクトに
共感していただき、ご支援をいただきました。

合計

2,444,000 円

【支援金額】

（掲載サイト：1,648,000円
直接支援：796,000円）



■❷自然体験事業

【内容】
田人小学生との稲作〜脱穀までの体験
【参加者】
30名（田人小学校 全校生徒）

田人町貝泊地区の休田を利用した田人小中学校との「ブランド米プロジェクト」

田人小学校 稲作体験
【日付】
・田植え：2021年5月12日
・稲刈り：2021年10月8日
・脱穀 ：2021年10月18日



■❷自然体験事業

【内容】
田人中学生とお米のブランド米化〜販売
【参加者】
１８名（田人中学校 全校生徒）

田人町貝泊地区の休田を利用した田人小中学校との「ブランド米プロジェクト」

田人中学校 稲作体験「ブランド米化プロジェクト」
【日付】
・デザイン：2021年5月12日
・販売：2021年10月8日
※販売は、有志で集まった中学生のみ



■❷自然体験事業

田人小中学校とのブランド米「希望の一粒」を以下の場所で販売しました。

【日付】2021年11月20日
【場所】いわきら・ら・ミュウ

中山間とれたてマルシェ

【日付】2022年11月20日
【内容】田人ふれあい館 第一駐車場

田人町 ひっそり市



■❷自然体験事業

【日付】2021年6月27日
【内容】田植え体験
【参加者】32名（子ども：22名、大人10名）

田人町貝泊地区の休田を利用した「お米作り体験」

NPO法人VIDA学童「田植え体験」

【日付】2022年11月23日
【内容】稲刈り体験
【参加者】31名（子ども：23名、大人8名）

NPO法人VIDA学童「稲刈り体験」



■❸整備事業

コロナ感染状況により、受入ができず。

【受入予定】

・2021年8月中旬に名古屋大学からボランティアの受入申込 → ×

・2022年2月下旬に早稲田大学の学生ボランティアの受入申込 → ×



■ 今後の予定

❶コミュニティハウス(活動拠点)のセルフビルド

❷自然体験事業

❸整備事業

❶コミュニティハウス(活動拠点)のレンタル事業化

❷自然体験事業

❸整備事業

拠点整備後、拠点を地域住民及び、団体へレンタルすることで、
拠点の維持費や活動費資金へ充てる。

引き続き、田人小中学校・学童との連携を継続。
稲作の田数を増やし、地域の景観・環境維持も計る。

コロナ感染症の影響により行えなかったため、次年度も短期の
ボランティアや大学からのボランティアの受入を計る。


